
令和６年度 第２回
県在宅医療推進協議会 及び 県地域包括ケア会議

（医療企画課分）

資料１



○ 報告事項
（１）在宅医療データ分析事業の実施状況
（２）入退院調整窓口一覧の調査報告
（３）在宅医療において積極的役割を担う医療機関の

追加推薦依頼について
（４）令和６年度新規の在宅医療補助事業の実施状況
（５）各部会(訪問看護部会、リハ部会)の検討状況
（６）在宅医療トレーニングセンター研修事業の実施状況
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○ 報告事項

（２）入退院調整窓口一覧の調査報告

報告(２)-１ 調査概要及び結果

報告(２)-２ 入退院調整窓口一覧の周知について



3

報告(２)-１ 調査概要及び結果
〇 令和６年11月26日に県内の318病院あてに時点修正の有無について調査を実施

※調査期間︓令和６年11月26日(火)〜12月11日（水）

〇 なお、前年度までの調査では担当者のメールアドレスあてにExcelファイルを
送付・メール返信いただく形で実施していたが、回答の手間を考慮し今年度からは
kintone(キントーン)を活用し、webフォームから回答いただく形式に変更

〇 全ての病院から回答いただき、参考資料１「入退院調整窓口一覧(令和6年12月
版)」のとおり作成し、例年同様、「介護情報サービスかながわ」に掲載予定
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報告(２)-２ 入退院調整窓口一覧の周知について
〇 入退院調整窓口一覧は、入退院調整における医療と介護の連携に資することを

目的に作成していることから、医療・介護の関係団体である構成員の皆様に
周知へのご協力いただきますようお願いいたします。

〇 なお、周知にあたっては、県民向けに作成したものではないため、入退院調整と
関係がない事項に関する問合せが発生しないよう、団体の皆様が管理しているホー
ムページの会員向けページにおいて周知する等、ご配慮いただきますようお願い
いたします。
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○ 報告事項

（３）「在宅医療において積極的役割を担う医療機関」の追加推薦依頼について

報告(３)-１ 前回会議の振り返り

報告(３)-２ 追加推薦依頼の実施について

報告(３)-３ 在宅医療補助事業における優遇措置について
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報告(３)-１ 前回会議の振り返り①
〇 令和５年３月31日付けで、国から新たな「在宅医療の体制構築に係る指針」が

示され、「在宅医療において積極的役割を担う医療機関」について、
第８次県保健医療計画から「計画に位置付けること」とされた。

〇 各郡市医師会から対象となる医療機関を推薦いただき、令和６年７月26日に
開催された前回会議において、推薦のあった116の医療機関を計画に位置付ける
ことについて承認いただいた。

〇 しかし、川崎北部地域において、計画に位置付けられた医療機関がない状況
であるため、引き続き推薦・認定に向けた調整を実施する旨を報告した。
※二次医療圏ごとの医療機関数については次項に掲載（前回会議資料）
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二次医療圏

在支診 （A） 在支病 （B） 在支診・病
以外の

医療機関
（C）

計
（A＋B＋C）

機能強化型
その他

機能強化型
その他

単独型 連携型 単独型 連携型
横浜 ７/7 ４５/150 ８/222 １/3 ７/20 ４/19 １/α ７３/421+α

川崎北部 ０/2 ０/35 ０/33 ０/0 ０/2 ０/1 ０/α ０/73+α

川崎南部 ０/3 １/26 ０/39 ０/0 ０/2 ０/1 ０/α １/71+α

相模原 ０/1 １/21 １/28 ０/0 １/4 ０/2 ０/α ３/56+α

横須賀・三浦 ３/3 ９/30 １/60 ０/0 ２/3 ０/7 １/α １６/103α

湘南東部 １/2 ４/37 ０/58 １/2 ３/7 ０/1 ０/α ９/107α

湘南西部 ０/1 ６/18 １/50 ０/0 ０/0 ０/3 １/α ８/72+α

県央 ０/1 ３/21 １/41 ０/1 ０/4 ０/3 ０/α ４/71+α

県西 １/2 ０/14 ０/30 ０/0 ０/3 ０/1 １/α ２/50+α

計 １２/22 ６９/352 １２/561 ２/6 １３/45 ５/38 ３/α １１６/1,024+α

母数は令和6年4月1日時点の総数 出典︓関東信越厚生局HP 届出受理医療機関名簿

報告(３)-１ 前回会議の振り返り② 【参考】令和６年７月26日開催
第１回神奈川県在宅医療推進協議会資料
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報告(３)-２ 追加推薦依頼の実施について
〇 追加の推薦依頼についても前回同様、県医師会にご協力いただきながら、

川崎市医師会から対象となる医療機関(川崎北部)を推薦いただくよう依頼したい。

併せて…

そこで…

〇 前回会議においても今後の課題として挙げたが、「在宅医療において積極的な
役割を担う医療機関」を位置付けるにあたり、現状、国指針が求めている事項に
沿った診療等を実施する際に要するイニシャルコスト（人件費、設備費等）等へ
の医療機関側へのインセンティブ（診療報酬上の評価評等)となる要素がない。

令和７年度の在宅補助事業において、何らかの優遇措置を設けたらどうか。
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報告(３)-３ 在宅医療補助事業における優遇措置について①
〇 今年度から引き続き、令和７年度においても以下の２種類の補助制度を実施

・在宅医療提供体制整備事業費補助（医療機器及びＩＣＴ機器の導入費）
・在宅医療退院支援強化事業費補助 (事務作業補助者の雇用に係る費用及び人件費)

〇 令和７年度からの変更点として、在宅医療提供体制整備事業費補助における
在宅医療の提供に必要となる医療機器の導入について、補助対象外としていた
既に在宅医療に取り組んでいる医療機関も、補助の対象となるよう拡充を行う。

〇 なお、診療内容の拡充かつ患者受け入れ増につながる機器の導入に対してのみ
補助を行い、単なる機器の更新は対象外とする。



事業のイメージ

（１）新たに在宅医療に取り組む
医療機関

（２）既に在宅医療に取り組んでいる
医療機関（単独型）

在宅医療を始めるため
に必要な機器及びオン
ライン診療のために必
要な機器に補助します。

オンライン診療のために必要な
機器に補助します。

オンライン診療のために必要な
機器に補助します。

例１：医療機関同士

例２：医療機関と
訪問看護ST

（３）既に在宅医療に取り組んでいる
医療機関（多職種連携型）

事業内容 新たに在宅医療に参画する、若しくは、在宅患者の一層の受入強化に取り組む医療機関が必要と
する医療機器の整備に対して補助

※1 単独型とは、単独で患者の受入件数の増加を計画する医療機関
※2 多職種連携型とは、複数の医療機関や訪問看護ステーション、訪問薬局等と連携し、多職種で在宅患者の訪問・見守りを計画する医療機関
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報告(３)-３ 在宅医療補助事業における優遇措置について②

R7から拡充
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（ア）在宅医療の提供に必要となる医療機器 （イ）オンライン診療に活用する情報通信機器
① Ｘ線撮影装置(往診・訪問診療用)
② 超音波診断装置(バッテリー駆動可能な製品)
③ 解析付心電計
④ ポータブル内視鏡
⑤ 簡易睡眠時無呼吸検査装置
⑥ 血液・尿検査装置(往診・訪問診療用)
⑦ 肺機能検査装置(持ち運び可能な製品)
⑧ パルスオキシメーター
⑨ ネブライザー・吸引器
➉ 輸液ポンプ・シリンジポンプ
⑪ 膀胱用超音波画像診断装置
⑫ 小型卓上高圧蒸気滅菌器
⑬ 血圧計(持ち運び可能な製品もしくは卓上型)
⑭ 眼底・眼圧計(持ち運び可能なハンディタイプ)
⑮ 生体情報モニタ(ベッドサイドモニタータイプ)
⑯ 経腸栄養用輸液ポンプ
⑰ 在宅身体機能関連機器

① パソコン・タブレット・カメラ・マイク・ヘッ
ドセット・ルーターなど

② 見守り用機器
③ 上記①、②の導入に伴い必要となるアプリ、シ

ステムの導入費

補助対象機器

報告(３)-３ 在宅医療補助事業における優遇措置について③
既に在宅医療に取り組んでいる医療機関も申請可能に(赤枠内)
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報告(３)-３ 在宅医療補助事業における優遇措置について④
〇 審査は以下の点を踏まえながら行うが、既に在宅医療に取り組んでいる医療機関

も補助対象としている。
○ 仮に予算額を超過する多数の申請があった場合、

「積極的役割を担う医療機関」からの申請を優先して採択することとしたい。

(審査のポイント)
①機器導入によって得られる効果を明確かつ定量的に示しているか。
②医療機関の事業規模を考慮した上で、在宅患者の受入数をどの程度増やせるか。
③採択される医療機関の所在地について、一定地域への偏りがないか。

①〜③を満たした「積極的役割を担う医療機関」を優先して採択
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○ 報告事項

（４）令和６年度新規の在宅医療補助の実施状況

報告(４)-１ 募集概要・申請状況(在宅医療提供体制整備)

報告(４)-２ 募集概要・申請状況(退院支援強化)

報告(４)-３ 令和７年度の募集に向けて
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(1)新たに在宅医療に取り組む医療機関向け (2)既に在宅医療に取り組んでいる医療機関向け
【補助対象】
 新たに在宅医療（往診・訪問診療）に

取り組む医療機関

【補助対象】
 既に在宅医療に取り組んでいる医療機関のうち、情報通信機

器を活用して次のいずれかに該当する取組みを行う医療機関
 単独で、患者の受入件数の増加を計画する医療機関
（単独型︓ア）

 複数の医療機関や訪問看護ステーション等と連携し、多職種
で在宅医療の提供を計画する医療機関（多職種連携型︓イ）

【対象機器】
 在宅医療の提供に必要となる医療機器
（ア） 及び オンライン診療等に活用す
る情報通信機器（イ）

【対象機器】
 オンライン診療等に活用する情報通信機器（イ）

【補助単価】2,250千円×10施設
【予算額】 22,500千円
【補助率】 ３／４

【補助単価】ア︓300千円×52施設、イ︓3,750千円×２施設
【予算額】 ア︓15,600千円 イ︓7,500千円
【補助率】 いずれも、３／４

報告(４)-1 募集概要・申請状況(在宅医療提供体制整備)①

※ 補 助 金 イ メー ジは スラ イド10 ,11を参 照
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報告(４)-1 募集概要・申請状況(在宅医療提供体制整備)②
申請種別 予算額 実績見込 差引

新規参入 22,500千円
(2,250千円×10件)

1,348千円
１件（所在地︓平塚）※診療所

21,152千円
９件

オンライン診療 15,600千円
(300千円×52件)

434千円
２件（所在地︓川崎、厚木）※診療所

15,166千円
50件

多職種連携 7,500千円
(3,750千円×2件)

11,935千円
９件

【内訳】
・病院１件（所在地︓厚木）
・診療所４件（所在地︓横浜、川崎、藤沢、厚木）
・訪看３件（所在地︓横浜、川崎、藤沢）
・薬局１件（所在地︓横浜）

△4,435千円
△７件

合計 45,600千円 13,717千円 31,883千円

(取組例)・超音波診断装置、解析付心電計、血圧計、パルスオキシメーターの導入（新規参入）
・在宅患者の様子を写真で記録・即時共有するためのタブレットの購入（多職種連携）
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(1)医師事務作業補助者の募集・雇用に係る経費 (2)雇用後の研修期間の人件費相当額
【補助対象】
 退院時共同指導に新たに取り組む、または、拡充の計画を示している診療所・訪問看護ス

テーション

【対象経費】
 医師事務作業補助者の募集・雇用に係る経費

【対象経費】
 雇用後の研修期間として最大３ケ月の人

件費相当額

【補助単価】 636千円×32施設
【予算額】 20,352千円
【補助率】 ３／４

【補助単価】 684千円（３ケ月）×32施設
【予算額】 21,888千円
【補助率】 ３／４

報告(４)-2 募集概要・申請状況(退院支援強化)①



事業のイメージ

事業内容 診療所等が退院支援に積極的に取り組むにあたり必要となる、事務員の人件費等に対して補助

（１）医師事務作業補助者の
募集・雇用に係る経費

紙媒体（求人情報誌、新聞の求人広告欄等）
や求人サイトで募集をする際に必要な費用
について補助します。

（２）雇用後の研修期間として
人件費相当額（最大３か月）

カルテなどの入力代行、医療関連文書の作成代行、
診療関連のデータ管理・整理などの業務内容を体得
する期間の人件費相当額について補助します。

17

報告(４)-2 募集概要・申請状況(退院支援強化)②
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報告(４)-2 募集概要・申請状況(退院支援強化)③
申請種別 予算額 実績見込 差引
募集・雇用に係る経費 20,352千円

(636千円×32件)
2,609千円
７件
【内訳】
・診療所４件（川崎２件、大和、寒川）
・訪看 ３件（藤沢２件、厚木）

17,743千円
25件

人件費相当額
(最大３か月)

21,888千円
(684千円×32件)

8,632千円
13件
【内訳】
・診療所９件
（横浜、川崎４件、横須賀、藤沢、大和、寒川）
・訪看 4件（藤沢２件、厚木、横須賀）

13,256千円
19件

合計 42,240千円 11,241千円 30,999千円
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報告(４)-3 令和７年度の募集に向けて
〇 令和６年度から新たに２種類の在宅医療に係る補助金の募集を行ったが、

いずれも想定と比較して申請件数が少なかった。

〇 補助金制度の詳細に関する検討に時間を要し、周知及び募集期間を十分に
確保することができなかったことが要因と考える。そこで令和７年度においては、
年度当初から周知・募集を開始する等、改善を図っていきたい。

（参考）
申請受付期間 ︓在宅医療提供体制整備費補助

令和６年９月20日〜令和６年11月29日（金)
在宅医療退院支援強化事業費補助

令和６年９月20日〜令和６年10月31日（木）※
※その後、11月29日まで受付期間延長
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○ 報告事項

（５）各部会(訪問看護部会、リハ部会)の検討状況

報告(５)-1 令和６年度 訪問看護部会 結果概要及び開催見込
報告(５)-2 令和６年度 リハ部会 結果概要及び開催見込
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開催日 協議事項 報告事項

第1回
７月23日

〇第８次保健医療計画に係る訪問看
護ステーション管理者研修の拡充に
ついて

〇令和５年度訪問看護推進支援事業について
〇令和６年度訪問看護推進支援事業について
〇令和４年度看護職員就業実態調査結果報告(訪問看
護ステーション）

第2回
10月28日

〇訪問看護ステーション管理者研修
に係るニーズ調査について

〇令和５年度看護職員就業実態調査(訪問看護ステー
ション）結果（速報）

【訪問看護ステーション管理者研修に係るニーズ調査実施】
期間：11月21日～12月20日

報告(５)-１ 令和６年度 訪問看護部会 結果概要及び予定
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【今後のスケジュール予定】
R７.７月頃 令和７年度第1回訪問看護部会

日時 令和７年２月14日（金）14時00分〜16時00分
方法 オンライン（ＺＯＯＭ）

議題 〇訪問看護ステーション管理者研修の拡充について
〇令和７年度在宅看護に係る事業計画案

報告事項 〇令和５年度看護職員就業実態調査(訪問看護ステーション)結果 概要

報告(５)-１ 令和６年度 訪問看護部会 結果概要及び予定



開催日 協議事項 報告事項

第1回
８月26日
（ｵﾝﾗｲﾝ）

 第８次神奈川県保健医療計画における
「地域リハビリテーション」の計画につ
いて

 令和５年度病院等への調査結果を踏ま
えたヒアリングの実施について

 令和５年度リハビリテーション委託事
業の実績報告について

 足柄上地域における地域リハビリテー
ション活動の取組について

 在宅医療推進協議会リハビリテーショ
ン部会設置要綱改正について

第2回
2月下旬

(開催予定)

 地域リハビリテーションに関する病院
等へのヒアリング結果

 高齢者の保健事業と介護予防の一体的
実施における市町村伴走支援の方向性

 足柄上地域における地域リハビリテー
ション活動の取組について

 リハビリテーション従事者向けの研修
の実施結果

 本事業の令和７年度予算措置状況
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報告(５)-２ 令和６年度 リハ部会 結果概要及び予定



24

○ 報告事項

（６）在宅医療トレーニングセンター研修事業の実施状況

報告(６)-１ 令和６年度の実施状況について
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報告(６)-１ 令和６年度の実施状況について①
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報告(６)-１ 令和６年度の実施状況について②
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報告(６)-１ 令和６年度の実施状況について③
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報告(６)-１ 令和６年度の実施状況について④
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報告(６)-１ 令和６年度の実施状況について⑤


